
 庭の八重椿

が咲き出し

た早春 

03.07撮影 

    ハイライト 

 啓蟄・初候3月5～9日 

「蟄虫啓戸 すごもりの むし 

とを ひらく」啓蟄を少し詳

しく言い換えたもので、意

味は同じ。日常生活のなか

で、小さな生き物を目にす

るのが当た

り前だった

からこそ生

まれた語句

と言えよ

う。「蟄」

は地中で冬

眠している

虫をさし、

虫が陽気に

誘われ、外

に姿を現わ

す頃。ここ

で言う虫とは昆虫に限ら

ず、「虫」の字はヘビの総

称らしく、日本でも当初は

もっぱら地表を這う生き物

をさす言葉として使われ、

「むし」または「はうむ

し」と読まれた。マムシ

も?!!  鰆サワラは文字どお

り、春が旬の魚で腹部が狭

い、すなわち狭腹(さはら)

であることから、サワラの

名がついたという。小笠原

の父島から戻った仲間が、

宅配便で大きなサワラを

送ってきた! 刺身に下ろし

たが大きくて、解凍が進み

身が柔らかくなって切るの

に困ったことを思い出す。 

 右はヤシの葉?で 

筒状に編んだ蛇 ?

口に指を差込むと

抜けない!!グアム

の土産。左は小さ

な面白い置物、備

前焼のナマズ。 

 発行所 ファーム７７

2 「ナナミちゃんのお宿」は ? 

 お泊り客は久しぶり、花豆を水で

戻したり生芋コンニャクを作った

り、畑から野菜を収穫するなど数日

前から下準備。お客様がご到着、い

らっしゃいま

せと渋茶にパ

ンダ豆の茶巾

絞りをお出し

して、お帰り

になるまで楽

しくお喋り

が、ありがた

い この仕事。 

 「啓蟄」も過ぎ畑仕

事も動きだしまし

た。四月から五月の

野菜確保のための種蒔

き、野菜サラダ用の苗を

少し移植しました。春分

ころには、種ジャガイモ

植えが始まります。 

↑暖か薪ストー

ブも焚き、お出

迎えの準備も

整った。→お客

様から秩父銘菓

どら焼きと饅頭

をいただいた!! 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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1 今の畑は 

↑夕食前菜は、

鴨肉燻製にパク

チ･干柿のクリー

ムチーズサンド･

小魚とナッツの

田作り･菜花のワ

サビ和え･花豆甘

煮でした。 

↑朝採り蕗の薹も入れ

←03.06今月のお野菜

宅配便、長ネギ･ノラ

ボウ･ホウレン草･サラ

ダホウレン草･赤カブ

の花･ブロッコリー･フ

キ味噌･白菜キム。 

→ナナミちゃんのお

宿前でホウレン草な

どを収穫 ↓庭の日だ

まり、収穫した野菜

の計量袋詰め。 

←03.02種蒔き育てた畑

のレタス苗とプランタの

サラダ菜苗を畑に移植。 

03.02←棒で溝を付

け人参種蒔き ↓発

芽率の良いコーティ

ング種は高価です。 

←種蒔き後、ホウレン草畝と人

参畝に発芽促進ネット張った。 

←カカトト向き合い二列づつ、人参の種蒔きをする。 

03.05久々の晴

れ、お宿の外縁

側を水拭きする

カカ。布団など

を干しフカホカ

にして、お客様

をお出迎え。 

泊り明け浴室掃除のカカ 

↑ホウレン草の種 



 本格的な畑仕事

が始まる前に、

チョッとした片付

け仕事もこなして

います。本格的な

春を迎えると、細か

な仕事は後回しに

なってしまい、チリも積もれ

ば・・・手が着けられないように。 

3 落葉で堆肥作り 

 家に有る物を工夫して日々の暮ら

しに利活用、どれもいけますトトに

は。今日は雨上が

りの11日、朝に

摘んだ大量の蕗の

薹で蕗味噌作り、

プンプンいい匂い

がして「蕗味噌

オニギリ」をカ

カにもらって食

べた 旨い!! 

 今は薪が必要なくても、椎茸作りや

頼まれて立木の伐採などと薪材が出

る。薪スープ暮らしに薪は高価、少し

の林と地域の人とのつながりで、田舎

暮らしが続けられ.る。感謝していま

すが足腰痛い!! 

4 薪割り仕事 

6 三月のお味  
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↑落葉の下にアヤ

メの芽が出ていた 

↑お酢を毎日摂取すれば体に

良いと言われています。牛乳

に金柑酢を大匙2杯いれて、

飲むヨーグルト風味で利用。 

 箱の上は合金製

「冬花」で購入、

今回は一番下の銅

製の濃人形。中左

は彩色されたテラ

コッタ製。右は最

初に買った備前

焼、これで収集も

終り・・か。 

5 ﾁｮｺｯと民芸品話し  
「農人形」・水戸の郷土人形  

江戸末期、水戸藩主の徳川斉

昭公が農民と五穀に感謝し、

農民像を作り食膳に置き、最

初の一箸のご飯を供えた。 

近代になって水戸の郷土人形

となった。 

↑割った薪を一輪車で運ぶ 

「薪割りでカミキリムシ!」 

裏の林で伐ったコナラから!!

↑薪に割ったら大きなカミキ

リムシがいた  ↗カカが指で

つまんでデカ!!  →1株からカ

ミキリムシの育つ順序が分か

るほど出てきた。 ←今回

割った薪、しばらく雨に当て

から積む１週間分はあるん? 

「金柑甘露煮」 

わが家の金柑をコトコ

ト砂糖で煮詰めて甘露

煮を作り。 

↓瓶詰にして保存をす

る。 

↙煮汁シロップにゼラ

チンで「金柑甘露煮ゼ

リー寄せ」里に出て買

い物をせずとも、来客

時の一品になります。 

酸味少々と金柑特有の

渋味が旨味に。 

➘林は傾斜地な

ので積もった落

葉で滑り転倒。 

↑電動ノコを出し古い合

板をカットし枠を作る。 

03.03↑裏の林で

カカは土を平らに

均し、トトが枠を

組立て ←半坪ほ

どの落葉を入れて

作る堆肥枠が完

成。 →椎茸原木も

落葉に埋もれ、管

理作業に支障も。 

↓椎茸原木も

落葉に埋まる 

↑枠底に竹棒を敷いて雨水排水。 ↑03.05庭の落葉掃除で半分埋まる 

↑03.09薪割り仕事 

←金柑を

酢と少し

の砂糖で

漬ける 

手作りアンズジャムで

ドレッシング作りも。 


